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地域活性化のテーマは
高校生自らが選ぶ

　銚子商業高校は、商業科・情報処理科・
海洋科の３つの科で構成される1900年創
立の伝統校です。
　３年生になると「課題研究」の授業があ
り、生徒はそれぞれ研究テーマを選んで授
業に出席します。銚子商業高校では「私た
ちの学校から地域に夢を広げよう」という
思いを込めた『銚商夢市場プロジェクト』
に３年前から取り組んでおり、空き店舗を
活用してお店をオープンしたり、地元企業
と協働で新商品の開発に取り組んでいま
す。また、赤字に苦しむ銚子電鉄の支援活

動を行う等、企業でも即戦力となりうるよ
うな人材養成、プロジェクトを数多く実践
してきました。
　平成28年度、「地域活性化」をテーマに
選んだ生徒は36名。参加したきっかけに
ついて、多くの生徒が「先輩たちの活動を
見てすごいと思った。自分もやってみたい
と思った」と異口同音に答えました。

銚子電鉄を救った
クラウドファンディング

　平成26年１月、銚子電鉄で脱線事故が
発生。それまで何度も廃線の危機に直面
し、立て直してきた銚子電鉄でしたが、こ
の時は車輪の修理費を捻出するのは困難な
状況でした。そこで当時の銚子商業高校の
銚子電鉄を支援するチームは、車両の修理
費用を集めるためにインターネットで寄付
を募る「クラウドファンディング※」を実
施したのです。
　65日間で目標額の300万円が集まらな
ければ成立しないこのクラウドファンディ
ングは、多くの方の共感を得、結果として
484万3千円の資金が集まりました。加
えて現金書留や学校へ持参された地元の
方々などの寄付も合わせると約500万円
にもなったのです。このお金は全額銚子電
鉄に寄贈され、無事に車輪の修理が行われ
たのでした。

地元商業施設やイベントで
自ら開発した商品を販売

　３年前から、市内の商業施設「ウォッセ
２１」の空き店舗を活用して、生徒自身が
運営する「銚商夢市場」をオープンしてい
ます。この店では地元の名産品やおみやげ
だけでなく、生徒が開発した「キャベツメ
ロンパン」やぬれ煎餅をアイスに混ぜた
「ぬれ煎餅アイス」なども販売しています。
　地元老舗製菓店の山口製菓舗と連携して
開発した「キャベツメロンパン」は人気を
呼び、市のふるさと納税の返礼品に選ばれ
ています。その他にも、イベント等で生徒
が地元企業や商店と協働で開発した新商品
を販売しています。
　生徒自身が商品陳列から接客、販売まで
行うので、自分たちが開発した商品の売れ
行きもわかり、商品への感想や反応もお客
様からダイレクトに聞くことができます。
　また、あいさつや接客マナー、商品説明
の工夫やディスプレイ方法など、店舗を経
営するノウハウを学ぶ場にもなっていま
す。

今度は駅舎の修理費を
クラウドファンディングで調達

　銚子電鉄を支援するチームは今年度、老
朽化した駅舎を修繕してきれいにする「銚

子電鉄メイクアップ・プロジェクト」を立
ち上げました。まず取り組んだのは、汚れ
の目立つ犬吠駅の壁をペンキで塗り直しペ
イントアートを施す作業。地元の人に愛さ
れる絵を目指し、近くの幼稚園児にも参加
してもらい、手形の模様をつけて完成させ
ました。
　さらに、破損個所の多い「仲ノ町駅」を
修繕する費用を募るクラウドファンディン
グを７月から実施。チームリーダーを務め
る尾池月奈さんは「銚子電鉄は私たち高校
生や沿線に暮らす高齢者にとって、なくて
はならない交通手段であり、昔から地域の
人に愛されている大切な存在です。だから
こそ応援したいんです」と、熱い思いを語

ってくれました。
　尾池さんは一人
でも多くの人から
寄付を集めよう
と、インターネッ
ト上で呼びかける
だけでなく、チラ
シを作成して商業
施設やイベント会
場で配りました。
そうした行動を見

た高齢者が「インターネットは苦手だから」
と、ポチ袋に寄付金を入れて学校まで持参
してくれたりしたそうです。こうした努力
が功を奏し、目標額の１００万円に無事到
達することができました。

高校生のアイデアを
企業が一つひとつ形にする

　銚子電鉄のクラウドファンディングに寄
付してくれた方へのお礼の品についても、
生徒が銚子電鉄の社員と一緒に知恵を絞り
ました。つり革に名前を入れるサービスや
電車のヘッドプレートをデザインできる権
利などのアイデアは、大変喜ばれたそうで
す。
　今、銚子商業高校には地域の様々な機関

や団体から、イベン
トへの協力や企画の
依頼が寄せられてい
ます。11月には大手
製パンメーカーとのコ
ラボ商品も発売され、
関東エリアの店舗に商品が並ぶ予定です。

「誰かがやってくれる」から
「まず自分が動く」への成長
　「銚商夢市場」地域活性化プロジェクト
主任も務める、銚子商業高校の石毛宏幸先
生は「プロジェクトに参加することで生徒
たちは大きく変わります。多くの生徒は地
域貢献活動について初めは『自分がやらな
くても、誰かがやってくれるだろう』とい
う考え方をしています。それがプロジェク
トを通じて「まず自分がやらなければ」「自
分がやらなくて誰がやるんだ」という意識
に変わるのです。それは自分が起爆剤とな
って動くことで、周囲の人が協力してくれ
るようになることに気づくからだと思いま
す」と生徒の成長に目を細めます。

地域を元気にするには
若い力を育て、チームを組もう

　地域を元気にするポイントを石毛先生に
伺いました。「元気の源は、若い力を育て
ること。その核となるのは高校生です。高
校時代に地域貢献活動に取り組んだ生徒は
大人になっても地
域を大切に思い、
活動を続けていき
ます」。
　そして、「あと
は地域がまとまる
ということ。これ
は若者だけではな
く、大人もまとま
るということで
す。銚子では以前
から、様々な団体

がそれぞれの専門分野において地域活
性化に取り組んできました。しかし、
個々の団体で取り組んでいるため連携
が取れていない状況がありました。銚
子商業高校には様々な人や団体が関わ
っています。一つのことをやるにして

も、みんながチームを組んでやる体制をつ
くることが地域を元気にします。これは地
域づくりを進める上で大切なことだと思い
ます」と話してくれました。
　銚子商業高校から地域に夢を広げるプロ
ジェクト。地域を元気にする活動の輪は確
実に広がっています。

銚商夢市場

　２年前、脱線事故を起こし廃線の危機にあった銚子電鉄。それを支援し、救ったのは
千葉県立銚子商業高等学校（以下、銚子商業高校）の生徒たちでした。その銚子商業
高校が今度は老朽化した駅舎を修繕するプロジェクトに取り組んでいます。
　「地域を元気にしたい！」と “本気” で取り組む生徒たちの、地元企業や住民を巻
き込んだ活動を取材しました。

尾池 月奈さん (３年生)
黒澤 崇さん
銚子電鉄  取締役  経営戦略担当

石毛 宏幸さん
千葉県立銚子商業高校
教諭
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　私は新商品開発のメンバーとして、銚子にゆかりのある竹
久夢二が詠んだ「宵待ち草」という詩歌をイメージした練り
菓子を開発しました。地元の和菓子店に協力していただきな
がら、実際の宵待ち草の花に似せた
形、色にしようと試行錯誤しまし
た。地域のお店と一緒に、地域のた
めに商品を作り上げていく活動は、
ワクワクするような貴重な体験でし
た。これからも、様々な形で銚子の
魅力を発信し、もっと若い人が集ま
る銚子にしたいなと思います。

地域の和菓子店と連携して新商品を開発地域の和菓子店と連携して新商品を開発

車輪修理費の贈呈式（２年前）

※ クラウドファンディングとは？

「和菓子　宵待ち草」
銚子市の和菓子店「たか倉」にて販売中

﨑山 七彩さん (３年生)

　高校の「課題研究」の授業にも参
加して、生徒さんと意見交換を重ね
ながらアイデアを形にしてきました。
我々では考えつかないアイデアが
次々に出て、毎回強い刺激を受けて
います。それだけでなく、生徒さん
は土日返上で銚子電鉄のイベントに
協力してくれています。そうした姿
に社員一同、身が引き締まる思いで
す。銚子電鉄にとって、銚子商業高
校の生徒さんの力はなくてはならな
いものになっています。行動力・実
行力は本当に “すごい” の一言。自分
たちも銚子のためにもっとがんばっ
ていきたいです。

バルーン列車の飾り付け

イベント販売

犬吠駅で壁の塗り直し中 ペイントアート完成！

　クラウドファンディングとは、特定のプロジェ
クトやベンチャー企業が、インターネット経由で
資金提供を呼びかけ、不特定多数の人から出資を
募る手法です。公開期間が定められ、期間内に目
標額を達成することが求められます。石毛先生に
よると「クラウドファンディングは、多くの人の
共感をいかに得るかが鍵となります。“自分のた
め” よりも『誰かのためにこれがしたい！』とい
う、地域貢献や社会貢献につながるプロジェクト
のほうが成功しやすいと思います」とのこと。最
近は福祉関係のプロジェクトでも活用されるよう
になりました。詳しくはインターネットで「クラ
ウドファンディング」と検索してみてください。

キャベツメロンパン
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30代から70代までの
幅広い世代が活動

　八千代台西北支会（以下、西北支会）の活
動エリアは、京成線八千代台駅周辺の商業
施設が多く立ち並ぶ区域です。東京のベッド
タウンとして発展してきましたが、近年は高
齢化が進み、市内でも高齢化率が高いエリ
アに挙げられます。その一方、駅近な利便
性から若い世代の転入者も多く、区域内に
八千代台小学校と八千代台西小学校の２つ
の小学校と、八千代台西中学校があり、地域
の行事は大勢の子どもたちでにぎわいます。
　支会の構成員は「福祉委員」と呼ばれ、西
北支会では29名の福祉委員が活動していま
す。「特徴的なことは30代から70代までの
幅広い年齢層の方が揃っていることです」と

西北支会の保坂恭子会長は言います。市が
開催している「子育て出前広場」に西北支会
として協力していることがきっかけで、子育
て中のお母さんが支会の活動に関心を持っ
てくれたり、PTAの役員をしていた若い世
代が福祉委員として参画してくれており、
様々な世代の意見を活動に活かせることは
西北支会の強みだといえます。活動拠点が
八千代台小学校の余裕教室であり、小中学
校との結びつきが強いことも特徴です。

敬老事業から地域全体の
活動へ軸足を移す

　西北支会はもともと敬老事業を中心に活
動を進めていましたが、介護保険サービス
が充実してきたことや、平成１４年度に学校
週５日制が完全実施されたことなどをきっか

けに、子どもたちを対象とした事業
や世代間交流の活動に軸足を移し
ました。その中で、健全な学校外
活動の支援と地域住民との交流の
場づくりを目的とした「すばる」の活
動がスタートしたのです。
　「すばる」は、２つの小学校の全児
童を対象に、「囲碁」「将棋」「絵
画」の３つの教室をそれぞれ月１回
開催しています。学校を通じて募集
する参加者は年々増加しており、平
成28年度は囲碁14名、絵画33名、
将棋37名が登録しています。囲碁

と絵画の会場は八千代台小学校の余裕教室
を使っていますが、将棋は社会福祉法人翠
耀会（すいようかい）の高齢者複合ケア施設
「グリーンヒル八千代台（特別養護老人ホー
ム、小規模多機能型居宅介護等を運営）」が
会場となっています。

高齢者福祉施設で
小学生の将棋教室

　西北支会とグリーンヒル八千代台との交流
が始まったきっかけは、平成19年10月にグ
リーンヒル八千代台が支会区域内で開所し、
施設側からの提案で「すばる」の絵画教室の
子どもたちが、施設玄関脇の壁に巨大な壁
画を描いたことでした。その後、将棋教室
の会場だった八千代台小学校の教室が耐震
工事の関係で使えなくなり、困っていたとこ
ろ、小澤久雄施設長から「それなら施設内の

地域交流室をぜひ使ってください」という申
し出があったことで施設内での将棋教室が始
まりました。
　小澤施設長は「地域貢献は社会福祉法人
の大切な役割ですし、場所を提供することに
よって多くの地域の方に当施設を知っていた
だく機会にもなります。せっかく街中に建て
た施設なので、大勢の地域の方に来ていた
だきたいと考えていました。なにより利用者
さんが、子どもさんの訪問を楽しみにしてお
り、子どもさんの声が聞こえると表情が明る
くなります」と、施設側にもメリットがあると
指摘します。

福祉施設だからこそ
伝わる高齢者の姿

　以前は施設利用者で将棋好きな方が子ど
もたちと対局を楽しんでいたこともあったそ
うです。子どもたちも高齢者の福祉施設を
利用することで、例えば小規模多機能型居
宅介護の「通い」を利用する介護度の重い利
用者の姿に触れる機会が頻繁にあります。
子どもたちは自然にあいさつし、利用者に
配慮するようになります。核家族化が進む中、
高齢者のそのような姿に接する経験も貴重
だといえます。
　２時間の教室が終わると、子どもたちは自
ら後片付けを手伝い、礼儀正しくあいさつを
して帰っていきます。学んでいるのは将棋の
指し方だけではないのです。

対局の相手を務める
地域のシニア男性たち

　将棋教室では、経験豊富な方々が講師を
務め、本格的な指導が行われています。小
学生同士での対局に留まらず、福祉委員や
地域ボランティアも加わって、子どもと真剣
勝負を繰り広げています。「最初のうちは子
ども同士で組みたがるのですが、回を重ね
るにつれて大人との会話や対局を楽しめるよ
うになります。まさに世代間交流の場となっ
ています」と保坂会長。
　支会の広報紙で囲碁と将棋のボランティ
アを募集したところ、シニア世代の男性も多
数応募してくれました。「将棋や囲碁であれ
ば男性の方の協力も得やすくなります。地
域のシニア世代の方の特技を活かしてもらう
機会になっており、将棋教室以外の場での
交流にもつながっています」とのこと。当日
将棋を打つボランティアの皆さんはみな生き
生きとした表情でした。
　「すばる」では囲碁と絵画の教室もありま
すが、そこでも地域のボランティアが活躍し
ているとのことです。

毎年恒例の一大イベント
「ふれあいフェスタ」
　西北支会では毎年秋
に世代間交流事業「ふ
れあいフェスタ」を主
催しています。区域
の14の自治会、小中
学校、地域包括支援セ
ンターなど、様々な機関
や団体に協力を要請し、八
千代台小学校の校庭で行う大規模なイベン
トです。例年100名ほどのスタッフが集まり、
2,000名ほどの地域住民が参加します。昨
年はフリーマーケットや小中学生によるコン
サート、地域の高齢者が昔遊びを伝える
コーナーなどで交流を深めたほか、小中学

生が住みよいまちづくりについて提案を行う
「八千代子どもサミット」の発表会も大きな注
目を集めたそうです。
　この他にも、小学生を対象としたクリスマ
ス会や、月1回公民館で開催されている「子
育て出前広場」に福祉委員が出向いてサポー
トする取り組みも進めています。

子どもたちが戻って
来たいと思う地域へ

　高齢化が進む八千代台地区ですが、これ
からも元気なシニア世代と子どもたちが触れ
合う世代間交流事業に力を入れていく計画
とのことです。
　「子どもたちの多くはいずれこの地域から
出ていくことになると思いますが、地域で楽
しい思い出をたくさん作れば、いつかここに
戻って来て、地域のために活動してくれると
思います。私自身がそうでしたから…」と語
る地元出身の保坂会
長。地域の未来を見
据えた支会の活動が、
世代を超えて住民同
士を結んでいます。

　八千代市では地区社会福祉協議会のことを、地域のために様々な人が支え合う会という趣旨から「支会」と呼んで
います。八千代台西北支会では、地域の小中学校や高齢者福祉施設などと顔の見える関係づくりを進めながら、子
どもたちを中心とした世代間交流事業に取り組んでいます。

八千代市社協のみなさん八千代市社協のみなさん

地域の福祉活動Field Study
フィールドスタディ

　子どもの貧困が社会問題として取り上げられ
る中、八千代市社会福祉協議会（以下、八千代
市社協）は「ふらっとホーム」を7月7日にオー
プン・スタートしました。
　ふらっとホームでは、食育を意識した手作り
の夕食の提供をはじめ、家庭的なだんらんの場
の提供、学習支援の一環としての宿題のサポー
トなどを行っています。毎月第
１・第３木曜日の月2回開いてい
ます。
　ふらっとホームを始める
きっかけは、八千代市社協が

管理する「福祉振興基金」を、住民の福祉のた
めに積極的に活用する方法を検討するために設
置した、内部職員で構成するプロジェクトチーム
での議論でした。その議論において、八千代市
社協では子どもへの個別支援をほとんど行って
いなかったこと、子どもが安心して過ごせる居
場所を市社協として作っていく必要があると
いった意見が出され、ふらっとホームの開設に
結び付いたのでした。
　オープンに向けた4月、ボランティアを募集し
たところ30 名弱の応募がありました。同じ頃、
教育委員会に協力を求め、学校にチラシの配布
をお願いしました。ふらっとホームのことを聞き
つけた支会の役員さんから野菜の差し入れがあ
るなど、食材の提供は多くの方にご協力をいた
だいています。
　７月７日のオープンの日。食事作りや見守りを
担当するボランティア17 名、子ども７名が集ま
りました。宿題の支援やゲームなどに取り組ん
だ後、一緒に夕飯を食べて楽しく過ごしました。
　プロジェクトメンバーの内樹賢治さんは「始
まったばかりで、まだ手探りの状態です。子ど
もの参加が思ったほど増えておらず、当初は経

済的な支援を必要とする家庭を対象と考えてい
ましたが、経済的な困窮者だけでなく、孤立や
孤食などの問題を抱えている子どもにも広げる
ことにしました」と話します。一方で、「市社協
の事業を１つのモデルとして見てもらい、『自分
たちの地域でもやりたい』と手を上げる支会が
出てくれば、市社協が活動資金を助成したり運
営のノウハウを伝えていきたいです」とも
語ってくれました。
　子どもの貧困問題に対する八千代市
社協の実践はまだ始まったばかりです
が、基金を有効活用した具体的かつ先
駆的な取り組みは、一歩ずつ着実に前
へ進んでいます。

※八千代市人口：１９５,３７１人　　65歳以上人口：４７,０７７人　　高齢化率：２４.１%（平成28年４月1日現在）

地域で支える子どもの居場所「ふらっとホーム」がスタート！

［八千代市］八千代台西北支会

八千代市社会福祉協議会　TEL 047-483-3021　FAX 047-483-3083

将棋教室（高齢者複合ケア施設グリーンヒル八千代台　地域交流室にて）

絵画教室の児童が描いたグリーンヒル八千代台の玄関脇の巨大な壁画

八千代台西北支会とボランティアのみなさん
前列左から４人目が会長の保坂恭子さん。後列右端が施設長の小澤久雄さん
八千代台西北支会とボランティアのみなさん
前列左から４人目が会長の保坂恭子さん。後列右端が施設長の小澤久雄さん

新聞紙で作るスリッパと簡易トイレの講習会（ふれあいサロン）

将棋教室

支え合いの活動は子どもたちの笑顔が原点
ふれあいフェスタ

クリスマス会

ふらっとくん

このポスターも
児童の作品



▶精神保健福祉ボランティアに携わった
きっかけは。

黒田：平成2年に健康診断で出会った保
健所の保健婦長さんに誘われて、精神障
害を持つ方のためのデイ・ケアにボラン
ティアとして参加したことをきっかけに、
この世界に足を踏み入れました。精神障
害について当時全く無知だった私ですが、
当事者の方がとても喜び、歓迎してくれ
たことが、今でも活動の原動力になって
います。

▶黒田さんが代表を務める「心のボラン
ティア・ちば」について教えてください。

黒田：県内で精神保健福祉ボランティア
として活動している、または関心を寄せ
ている個人の集まりです。現在、46名
の個人会員が在籍しています。
　千葉県は平成4年から精神保健福祉ボ
ランティアの養成を始めましたが、私も
含めて講座の修了者から「仲間づくりが
したい」「活動する場が欲しい」という
声が挙がっていました。そこで千葉県精

神保健福祉センターに相談し、平成8年
10月に「心のボランティア・ちば」を
設立できることとなりました。初代の代
表は私が務め、その後代表は交代しまし
たが、２年前からまた私が２回目の代表
となっています。
　前述したように「心のボランティア・
ちば」は、この分野では珍しい個人の集
まりです。独自で福祉活動を行っている
会員も多く、私も「NPO法人すずらん」
を立ち上げ、活動しています。

▶「心のボランティア・ちば」の主な活動
内容を教えてください。

黒田：「心のボランティア・ちば」は「仲
間同士の連携」、「精神障害者の理解と実
践活動への研鑽」、「地域社会の働きかけ
と協力の輪」、「千葉県精神保健福祉協議
会の活動への参加と協力」の４つの目標
を掲げて活動しています。
　主な事業としてはまず、年１回開催さ
れている「精神保健福祉ボランティア全
国のつどい」への参加が挙げられます。
千葉県でも平成15年にこの「つどい」

を開催したのですが、この回に初めて精
神障害を持つ当事者が登壇してくれまし
た。これを機に、県内ではこうした表舞
台に立ってメッセージを発してくれる当
事者が増えたのです。
　また、千葉県精神保健福祉センターと
県社協が年１回開催している「精神保健
福祉ボランティア・フォローアップ講
座」へも企画から協力を行っています。
　他にも県が開催している「心の健康
フェア」など、福祉に関する様々な事業
に参加、協力を行ったり、市町村社協で
開催する精神保健福祉ボランティアの研
修会への協力も行っています。最近では、
茂原市や八千代市社協の研修で講師を務

め、その後ボランティアグループが誕生
したところもあります。

▶活動20周年を迎えた「心のボランティ
ア・ちば」ですが、平成28年12月
でその幕を閉じるとのことですね。

黒田：前提として、会員数がピーク時の
250名から大きく減ってしまっていた
のです。これは、地域の支部として活動
していたグループが独立するケースが出
てきたからです。
　活動終結の理由としては複数あります
が、一番は高齢化に伴い「ボランティア
活動自体は行えるが、団体の核を担うの

は大変」というメンバーが増え、団体運
営が難しくなってきたことです。若い世
代は働きに出ているので、世代交代もな
かなか難しかったのです。
　「心のボランティア・ちば」は活動を
終えますが、これまで携わってきた事業
には引き続き参加・協力したいと思って
います。

▶「NPO法人すずらん」について、もう
少し詳しく教えてください。

黒田：自身が施設長を務める地域活動支
援センターでは、統合失調症など精神疾
患で苦しんでいる方々に、日中の居場所
を提供しています。生活のリズムを整え
て、人間関係を学んだり、レクリエーショ
ンを楽しんだりしています。
　その他「すずらん」には職員とボラン
ティア、そして利用者有志で結成した
「すずらん劇団」があり、地域のイベン
トで精神障害の啓発のための公演を行っ
ています。その他にも、2か月に1回地
元のショッピングセンターの社会貢献活
動に参加したりと、当事者の方自身もボ
ランティア活動を行っています。
　▶最後に、読者にメッセージをお願いし
ます。

黒田：精神障害を持つ方に向き合う時、
医師などの専門職だとどうしても、仕事
として病状などについて確認しなければ

いけませんが、ボランティアだとその人
の人柄だけに向き合い、他愛無い話をし
て一緒に同じ時を過ごすことができる。
それが、精神保健福祉ボランティアの良
さだと思っています。
　また、「心のボランティア・ちば」と
「すずらん」を立ち上げて思うことは、
ボランティア活動は、まちづくり活動な
のではないかということです。誰にとっ
ても安心・安全な暮らしの実現に向けて、
必要なことを提案し、自分たちで創りあ
げていく活動でもあるということです。
　「心のボランティア・ちば」は解散し
ますが、今後は各地域で、市町村社協の
ボランティアコ－ディネーターが活動の
調整役となって支えてほしいと思ってい
ます。核になってくれる人がいれば、活
動はきっと続きます。その核を担うこと
ができるのは社協以外にないのではない
でしょうか。大いに期待しています。
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　精神に障害を持つ方々の、良き理解者・支援者となり、安心・安全に暮らせる社会や地域づくりを目指す、精神保健福祉ボラン
ティア。その活動内容は、個人と個人のつながりによるものから、県域で行うものまで、多岐に渡ります。
　今回は、「心のボランティア・ちば」代表や「NPO法人すずらん」の地域活動支援センター※施設長を務めるなど、福祉の現場
で精神に障害を持つ方々に寄り添い続けている、黒田知映さんにお話を伺いました。

精神保健福祉ボランティア

～「心のボランティア・～「心のボランティア・ ちば」20周年を迎えて～ちば」20周年を迎えて～
人柄に寄り添い、同じ時を過ごす

心のボランティア・ちば　代表
NPO法人すずらん　理事
（地域活動支援センターⅢ型すずらん　施設長）

黒田 知映さん
 くろ だ ち え

（※）地域活動支援センター：障害者自立支援法に基づく事業所で、利用者に対し創作的活動、
生産活動の機会の提供など、地域の実情に応じた支援を行います。

エ～ル
ちば千葉県ボランテ

ィア・
市民活

動セン
ター機関紙

千葉県ボランテ
ィア・

市民活
動セン

ター機関紙

●対象者／ ■ 市町村社協においてボランティアコーディネート業務に携わる方および担当職員
 ■ 地域活動支援センター・施設等で現在活動中の精神保健福祉ボランティアの方
●日　時／ 平成28年11月25日（金）　午前10時～午後3時30分
 （全2日の研修の2日目ですが、2日目のみの受講もできます） ※１日目は10月28日に終了しました。
●会　場／ 千葉市民会館　４階　第３・４会議室
●内　容／ 
　■ 午前の部：講演　「あらためて考える精神保健福祉ボランティア～心のボランティア・ちばの20年のあゆみを振り返って～」
 講師　心のボランティア・ちば
　■ 午後の部 ①実践報告　「精神保健福祉ボランティアの育成～社会福祉協議会での取組～」　報告者　八千代市社協
 ②グループワーク　「こころのボランティア　これから私たちにできること」
●問合せ・申込先／千葉県ボランティア・市民活動センター　TEL:043-204-6010

　県社協および千葉県精神保健福祉センターでは、精神保健福祉ボランティアについて学びを深めるための研修会を
開催します。

「すずらん」での一コマ（交流バスハイクに向けて話し合い）

すずらん劇団の公演

精神保健福祉ボランティア・フォローアップ講座

精神保健福祉ボランティア全国のつどい

ボランティアコーディネーター研修【精神保健福祉編】を開催します
平成28年度

ボランティアコーディネーター研修【精神保健福祉編】を開催します
平成28年度

平成28年度 精神保健福祉ボランティア・フォローアップ講座と共同開催



PICK UP

県社協
! PICK UP

県社協
! 新たな貸付制度がスタートします

東日本大震災をきっかけに設立

　東日本大震災が発生し
た日の夜、同じNPOに
インターンシップに来て
いた4人の大学生が、自
分たちが被災地のために

何ができるか話し合いました。その結果、自
ら被災地に行って活動するよりも、より多くの
学生ボランティアを、継続的に被災地に派遣
する手段を確立した方が、社会的にも被災地
にもメリットが大きいという結論に至り、これ
がユース設立のきっかけとなりました。
　被災地は人手が欲しい。
学生はボランティアに
行きたいが、「資金や
交通手段をどうする
か？」「ボランティアは
初めてなので不安……」など、様々な心配事
を抱えていました。ユースは学生がこれらハー
ドルを乗り越えて被災地でボランティア活動
できるシステムを考えだし、東日本大震災発
生後の1年間で、約1万人もの学生を被災地
へ派遣しました。その後も、震災に見舞われ
た熊本県や、豪雨被害を受けた岩手県など、
これまでに1万8千人超の学生ボランティアを
全国に送り出し続けています。

「事前研修」と「リフレクション」で
ボランティア活動を手厚くサポート

　ユースの具体的活動内容を簡単に説明する

と、まず、震災の被災地などにある
関係機関（地元のＮＰＯや社協など）
と連絡を取り、ボランティアが必要
かどうか確認します。そして機関の
担当者と話し合い、学生に必要な情
報（活 動 の日時、
場所、内容、資金
援助の有無など）
をまとめてホームペ
ージに掲載。それを見
て応募してきた学生に対
し、現地での活動内容を
説明し、疑問や不安など
を可能な限り解消するための「事前研修」を
行ってから、現地へ向かってもらいます。そし
て、活動後には「リフレクション」と呼ぶ事
後研修を行い、1人ひとりから活動内容や感
想などを発表してもらいます。
　「活動を終えた参加者から感想を聞くのは楽
しいし、参加者が社会問題に気づき、それに
熱心になってくれるこ
とが嬉しいです」と、
事務局の佐藤瑛子さ
んは話します。実際、
活動のリピーターは
２割を超えるそうです。

第一次産業の支援活動で
地域への愛着を育てる

　ユースがもう1つ力を入れているのが、第一
次産業を営む方の支援活動です。福島県から
山梨県へ引っ越した農家へ学生ボランティア

を派遣したことをきっかけにスタートし、千葉
県内では匝瑳市にある酪農家の支援を行って
いるとのこと。
　「こうした活動を通して、その地域に愛着を
持つ学生を増やしたい。そうすれば、その地
域で災害も含めて何か起きた時に、動きたい！
と思う学生が増えるのではないかと思っていま
す。また、学生であっ
ても社会問題の解決
に動けるようになるこ
とが、私たちの目標
の 1つ で す」と、代
表の武井裕典さん。

苦労以上に感じるやりがい
学生でも社会貢献できることを証明

　ユースは大学生
が運営しているた
め、企業等の協力
はあるもののやは
り資金面での苦労
が多いとのこと。また、在学中しか活動でき
ないため、事務局の人材が安定しないのも、
悩みのひとつなのだとか。
　しかし「活動を通じて様々な団体の方たち
と仲良くなれたり、同じ志を持った友人が全
国にできたり、派遣先の問題を解決し、社会
に貢献したという実感を得られるなど、苦労
以上にやりがいもあります」と、武井さんは
力強く話してくれました。

　ユースの活動に興
味がある方は、ボラン
ティアだけでなく、思
い切って事務局での
運営にも参加してみて
はいかがでしょうか。

　本会では児童養護施設等を退所した方などや、ひとり親家庭の親の円滑な自立を支援するため、新たな貸付事業
を実施します。
　貸付事業の概要は以下のとおりです。貸付要件等については下記までお問合せください。どちらも返還免除要件
を満たせば貸付金の返還は免除されます。
　お申込みの受付開始は11月中旬頃を予定しており、決まり次第、本会ホームページにてお知らせします。

○貸付対象者：千葉県内の児童養護施設等入所中又は里親等に委託中の方、大学等への進学や就職のために児童養護施設等を退所、
あるいは里親等への委託を解除された方

○資金種類、貸付金額、貸付期間、返還免除要件

被災地の課題は、

時間とともに変わっていきます。

学生の間しか活動できないからこそ、

次の１手を積極的に考えていきたいです！ 

少しでも興味や疑問を感じることがあれば、

まず現地に足を運び、

自分の目でみて感じて欲しい！

そんな学生が増えたらとても嬉しいです。

児童養護施設退所児童等自立支援資金貸付事業

○貸付対象者：千葉県内に住所登録をしている方で、高等職業訓練促進給付金の支給を受け、養成機関で就職に有利な資格 (看護師、
介護福祉士等 )を取得し、その資格を活かして千葉県内で業務に従事する意思のある母子家庭の母、父子家庭の父

○資金種類、貸付金額、資金使途、返還免除要件

ひとり親家庭高等職業訓練促進資金貸付事業
○貸付利子：無利子　　　○連帯保証人：原則として必要、ただしやむを得ない場合は立てないでも貸付可

○貸付利子：連帯保証人ありの場合は無利子、連帯保証人なしの場合は年1.0％

その他詳細についてはお問い合わせください。　○問い合わせ先 : 千葉県社会福祉協議会 福祉資金部　TEL:043-245-1551

生活支援資金

家賃支援資金

資格取得支援資金

資金種類

月額５万円

上限２５万円

１月あたりの家賃相当額
( 生活保護制度上の住宅扶助額の単身世帯の額を限度 )

貸付金額

大学等に在学する期間
大学等進学者：大学等に在学する期間

就職者：就労している期間（退所又は委託解除後２年を限度）
－

貸付期間

卒業後等５年間就労した場合

卒業後等５年間就労した場合

就職後２年間就労した場合

返還免除要件

入学準備金
就職準備金

資金種類

５０万円以内
２０万円以内

貸付金額

養成機関の入学に必要な経費 (入学金等 )
養成機関卒業後就職に必要な経費 (転居費用等 )

資金使途

卒業後資格を取得し、
県内で５年間就労した場合

返還免除要件

　2011年3月11日に発生し、東北地方に甚大な被害をもたらした東日本
大震災。当時、多くの学生が被災地に足を運び、ボランティア活動をしたい
と考えたものの、具体的にどう動けば良いか解りませんでした。そこで、
4人の大学生が中心となって設立したのが、今回ご紹介するNPO法人
Youth for 3.11（以下、ユース）です。

学生の力で東北の復旧・復興と
社会問題の解決に貢献！NPO法人Youth for 3.11

くやがかきいきい

https://www.facebook.com/youthfor311/https://twitter.com/Youth_for_311/http://youthfor311.com/URL
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ねんりんピック長崎２０１６が開催されましたねんりんピック長崎２０１６が開催されました

○問い合わせ先　千葉県社会福祉協議会 地域福祉推進班　TEL:043-245-2208

第29回全国健康福祉祭ながさき大会（ねんりんピック長崎2016）が10月15日
から18日まで、長崎県内の12市3町（離島の壱岐、五島を含む）を会場に開催され
ました。千葉県選手団は22種目に165名の選手が出場し、水泳での混合フリーリ
レー（281歳以上の部）優勝や、インディアカの1・2位グループ優勝をはじめ、卓球、
ソフトテニス、ダンススポーツなど、多くの種目で優秀な成績を収めました。大
会期間中は観客を含めて延べ約55万人が参加し、長崎県内はねんりんピックで大
いに盛り上がりました。来年は秋田県で9月9日から開催されます。

①卓球、②テニス、③ソフトテニス、④ソフトボール、⑤ゲートボール、⑥ペタンク、⑦ゴルフ、⑧マラソン、⑨弓道、⑩剣道、⑪グラウンド・ゴルフ、⑫太極拳、
⑬ウォークラリー、⑭ソフトバレーボール、⑮サッカー、⑯水泳、⑰ダンススポーツ、⑱ラグビーフットボール、⑲インディアカ、⑳囲碁、㉑将棋、㉒健康マージャン
※今大会の千葉県選手団の平均年齢は６７.９歳（最高齢は男性８７歳、女性８３歳）でした。

＜主な成績＞（敬称略）
混合フリーリレー281歳以上の部
男子50mバタフライ65～69歳の部
女子50m自由形75～79歳の部
女子50m平泳ぎ70～74歳の部
チーム戦
個人戦女神大橋ブロック
個人戦眼鏡橋ブロック
団体戦
5㎞女子70歳以上の部
団体戦
団体戦

水泳

インディアカ
健康マージャン

ソフトテニス
マラソン
ダンススポーツ　
将棋

優勝
準優勝　安藤 次郎（館山市）
準優勝　中村 史子（我孫子市）
準優勝　横山 ナツミ（流山市）
1・2位グループ　優勝
優勝　大島 正紘（いすみ市）
準優勝　神野 松弘（成田市）
第1位グループ　第3位
第3位　押元 富江（市原市）
第5位
第5位（優秀賞）

○高齢者賞　　弓道　　牧野 行夫　　87 歳（いすみ市）

今年も
千葉県選手団が
大活躍！！

長崎大会で
千葉県選手団が
出場した種目

事務局

佐藤瑛子さん
明治大学
国際日本学部3年

代表

武井裕典さん
立正大学
心理学部3年

前回の福祉ちば171号で特集した
ウィルチェアーラグビー（車いすラグ
ビー）日本代表の官野一彦選手がリオデ
ジャネイロパラリンピックにおいて見事
銅メダルを獲得しました。この種目での
日本のメダル獲得は史上初となります。
おめでとうございます。

見事銅メダルを獲得!

サッカー 弓 道 インディアカ ダンススポーツ 水 泳



　「ＮＨＫ歳末たすけあい」は毎年12月に、NHKとの共催で行われる助け合い運動です。
お寄せいただいた寄付金は、県内の福祉施設での介護用品や就労支援・作業用品、防災等の備品の整備に役立てられます。
　「地域歳末たすけあい運動」は、新たな年を迎える時期に、支援を必要とする人たちが地域で安心して暮らすことができる
よう、さまざまな福祉活動を重点的に展開するものです。
　平成２８年度は「つながり　ささえあう　みんなの地域づくり」をスローガンに１２月１日から展開されます。
　皆さまのあたたかいご協力をお願いいたします。
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千葉県共同募金会からのお知らせ

12月1日より
歳末たすけあい募金が

はじまります

第１４回ふれあい広場～大人も子どもも、笑顔いっぱい～
■日　　時：平成２８年１１月２０日（日）　１０：００～１３：３０
■場　　所：浦安市総合福祉センター（浦安市東野１－７－１）
■対　　象：どなたでも
■主　　催：浦安市社会福祉協議会
■内　　容： 市内で活動するボランティア・福祉関係団体が日ごろの活動を多くの皆さ

んに知っていただくことと、相互活動について理解を深め、地域福祉活
動へ寄与すること及び赤い羽根共同募金運動の啓発を目的として開催し
ます。①バザー等の販売及び活動紹介②ステージイベント③赤い羽根PR

■参 加 費：無料
■参加方法：申込み不要。直接ご来場ください。
■問合せ先：浦安市社会福祉協議会　TEL:047-355-5271

東日本大震災被災者支援・東北復興応援イベント「縁ｊｏｙ・東北」2016
■日　　時：平成２８年１２月１７日（土）　１０：００～１５：００
■場　　所：きぼーる広場（アトリウム）（千葉市中央区中央４丁目５番１号）
■対　　象：どなたでも
■主　　催：「縁ｊｏｙ・東北」2016実行委員会
■内　　容： 東北に元気を届けよう！

○販売コーナー　東北被災3県の物産販売・県内避難者による手芸品他
○親子であそぼ・体験コーナー　プラ板キーホルダーづくり他
○ステージ企画　ゆるきゃらとあそぼう（チーバくん・キビタンが遊びに

くるよ）　浪江町伝統芸能「川添の獅子神楽」他
■参 加 費：無料
■参加方法：申込み不要。直接ご来場ください。
■問合せ先：NPO法人ちば市民活動・市民事業サポートクラブ

TEL:043-303-1688　担当：風間・鍋嶋

広がれ、子ども食堂の輪！inちば
■日　　時：平成２９年１月１５日（日）　１０：００～１６：００
■場　　所：千葉市文化センター　アートホール

（千葉市中央区２－５－１　千葉中央ツインビル２号館）
■対　　象：一般県民
■主　　催：NPO法人ちばこどもおうえんだん

千葉県社会福祉士会
千葉県社会福祉協議会

■内　　容： ○講演「広がれ！子ども食堂の輪！」
○パネルディスカッション
○リレートーク「つないでいこう！子どもの未来」
○まとめのセッション「もっと広がれ！子ども食堂の輪！」

■参 加 費： 無料
■参加方法： 後日ホームページでお知らせします
■問合せ先： 千葉県社会福祉協議会　TEL:043-245-1102

第８回東金チャレンジドフェスタ
■日　　時：平成２８年１２月４日（日）　１０：００～１４：００
■場　　所：東金市保健福祉センター（ふれあいセンター）（東金市田間3-9-1）
■対　　象：どなたでも
■主　　催：東金市社会福祉協議会　第８回東金チャレンジドフェスタ実行委員会
■内　　容： 障害者週間（12/3～9）啓発と地域交流を目的としたイベントです。

各種模擬店や団体の活動PR、体験や相談コーナー、にぎやかなステー
ジ等。先着でおもちのプレゼント。チーバくんやとっちーもやってくるよ！

■参 加 費：無料
■参加方法：申込み不要。直接ご来場ください。
■問合せ先：東金市社会福祉協議会

TEL:0475-52-5198　FAX:0475-52-8227

裁判所調停員による「調停相談」
■日　　時：平成２８年１１月１９日（土）　１０：００～１５：３０
■場　　所： ①サンプラザ市原　９階研修室

②千葉市文化センター　５階セミナー室
③サンロード津田沼　６階大会議室
④八千代市役所　１階

■主　　催：千葉民事調停協会・千葉家事調停協会
■内　　容： 各会場では、千葉地方裁判所と千葉家庭裁判所の調停委員（弁護士含

む）が、金銭貸借・土地建物等を巡る民事紛争や夫婦親子関係・相続
等の家事紛争について相談に応じます。ただし、現在、訴訟・調停係属
中の案件や電話での相談には応じかねます。

■参 加 費：相談は無料
■参加方法：当日、先着順で受付
■問合せ先：千葉地方裁判所　総務課庶務係　TEL:043-333-5236

千葉家庭裁判所　総務課庶務係　TEL:043-333-5302

11月

12月

29年1月

月 会計等 労務等 法律
9日（水）・24日（木）

14日（水）・26日（月）

11日（水）・25日（水）

2日（水）・16日（水）

7日（水）・21日（水）

4日（水）・18日（水）

7日（月）・21日（月）

5日（月）・19日（月）

5日（木）・16日（月）

一般相談・予約は043-245-4450　社会福祉施設経営相談室まで要予約

社会福祉施設 経営相談専門家相談カレンダー（平成28年度）社会福祉施設 経営相談専門家相談カレンダー（平成28年度）

〒260-0026 千葉市中央区千葉港4-3 県社会福祉センター2Ｆ
社会福祉法人 千葉県共同募金会
TEL:043-245-1721　FAX:043-242-3338

E-mail:c-kyoubo@akaihane-chiba.jp
h t t p : //www. a k a i h a n e - c h i b a . j p /
■ https://www.facebook.com/akaihane.chiba/

平成28年度  歳末たすけあい募金目標額　2億7,000万円平成28年度  歳末たすけあい募金目標額　2億7,000万円

初音ミク×赤い羽根
クリアファイル（千葉県限定版）募金

市町村歳末たすけあい募金　240,000,000円市町村歳末たすけあい募金　240,000,000円

各市町村社会福祉協議会等の窓口にて受け付けています。各市町村社会福祉協議会等の窓口にて受け付けています。
平成28年12月1日～31日平成28年12月1日～31日

市町村歳末たすけあい募金市町村歳末たすけあい募金
平成2８年度平成2８年度

ＮＨＫ歳末たすけあい募金　30,000,000円ＮＨＫ歳末たすけあい募金　30,000,000円

全国の金融機関にて手数料無料で受け付けています。全国の金融機関にて手数料無料で受け付けています。
平成28年12月1日～25日平成28年12月1日～25日

ＮＨＫ歳末たすけあい募金ＮＨＫ歳末たすけあい募金
平成28年度　第6６回平成28年度　第6６回

３００円以上ご寄付いただいた方にクリアファイルをお送りしています。
ご寄付の一部は「赤い羽根募金」として千葉県内の地域福祉に活用させて
いただきます。詳しくは下記までお問合せください。

赤いはね  ちば

平成27年度  歳末たすけあい募金総額　253,716,051円平成27年度  歳末たすけあい募金総額　253,716,051円
市町村歳末たすけあい募金 230,376,800円
ＮＨＫ歳末たすけあい募金 23,339,251円
市町村歳末たすけあい募金 230,376,800円
ＮＨＫ歳末たすけあい募金 23,339,251円

ご協力ありがとう
ございました

社会福祉法人、ＮＰＯ法人等の
施設利用者に役立つ備品

社会福祉法人、ＮＰＯ法人等の
施設利用者に役立つ備品

助成内容

算定額の
７５％
算定額の
７５％

助成率

受付中～
１１月３０日
受付中～
１１月３０日

申請期間

第一次　平成２９年１月
第二次　平成２９年３月
第一次　平成２９年１月
第二次　平成２９年３月

助成時期

２０万円２０万円

助成上限額

ＮＨＫ
歳末たすけあい
助成のご案内

ＮＨＫ
歳末たすけあい
助成のご案内



〒260-8508 千葉市中央区千葉港4番 3号　TEL.043-245-1101　FAX.043-244-5201  
http://www.chibakenshakyo.com

広報誌「福祉ちば」の発行には、一部共同募金の配分金を充当しています。

平成28年11月1日発行編集・発行　社会福祉法人千葉県社会福祉協議会

力力魅魅みりょく
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■所 木更津市矢那1879-1
■営 11：00 ～ 16：00（L.O.15:00）
■☎ 0438-38-4368
■休 火曜日
■Ｐ 駐車場完備

http://www.nw.fukushi-work.jp/

千葉県福祉人材センター
TEL.043-222-1294

新鮮食材にこだわったカフェのランチ
気持ちのいいテラス席、

ここでは時間がゆったり流れています

（運営：特定非営利活動法人コミュニティワークス）
ナチュラルカフェ＋ショップ 　hanahaco

木
更
津
市

　田園風景のなかの小高い丘の上に建つ、雑貨ショップが併設に
なったカフェ。「地域作業所hana」で縫製や製菓などに取り組んでい
た法人が2015年3月にカフェ＋ショップ「ハナハコ」をオープンしました。

　併設の雑貨ショップでは、
法人の作業所だけでなく
外の作業所の商品も扱っ
ています。そのほかフェア
トレード商品、日本の伝統
技術を活かした商品、ナ
チュラル系の洋服などがセ
ンス良くディスプレイされて
います。
　体が喜ぶ新鮮食材抱負
なメニューとナチュラル志向
の雑貨のお店。地域の人
はもちろん、遠方からも大
勢のお客様が訪れています。

　「手際よくコーヒーを
淹れることができるよう
に、何度も何度も練
習しました」という利用
者。慣れた手つきで香
りの良いコーヒーを淹
れてくれました。

　10名の利用者は調理補助や洗い物、店内
清掃などを担っています。小鉢の盛り付けをす
る方、おしぼりをたたむ方、お皿を拭く方など、
それぞれが一生懸命に仕事に取り組んでいま
した。お客様から「おいしい」と評判のドレッ
シングも、利用者の手作りです。（左から2人
目がお話を伺った初芝小百合さん）

　食材そのものの味を生かす、やさしい味つけが基本。「週替わりランチ」は「ごはんとみそ汁にあ
う料理」をコンセプトに、季節感たっぷりの料理が週ごとに2種類用意されています。毎週シェフと
スタッフがアイデアを出し合って作りあげており、常連のお客様も楽しみにしているのだとか。また、
とれたて野菜の深みのある味を満喫したい方にはサラダバーが用意されています。
　「地場産の新鮮な野菜や肉を使うことにこだわっています。野菜のほとんどはこのお店から3㎞以
内の畑で収穫されたもの。すぐ近くに法人の農園もあり、その野菜も使っています」とサービス管理
責任者の初芝小百合さん。顔のみえる生産者が育てた旬の食材は滋味豊かで安全・安心です。

高倉交差点

上総鎌足1丁目
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Natural Cafe+Shop

hanahaco ファミリーマート
かずさ
アカデミア
パーク

鎌足中文

セブン
イレブン

夢庵

至アクアライン至千葉

至君津

久留里線
木更津北 I.C.

ミニクグロフ

hanahacoカレー週替わりランチ  豚肉と栗の和風煮

週替わりランチ  サゴチのチーズフライきのこ添え

しゃぶしゃぶ定食

気持ちいい風が

　　吹き抜ける

　　　　テラス席
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